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～平成 26 年 第 3３号～
   

 
       編集：国土交通省総合政策局公共交通政策部 

 

平素より、当メールマガジンを御愛読いただきありがとうございます。 

朝晩はすっかり肌寒くなり、地域によってはだんだんと木々も色づいてまい

りましたが、読者の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

お手隙の際に本メールマガジンをご覧いただければ幸いです。 

 

今月ははじめに、７月に着任いたしました、国土交通省総合政策局公共交通

政策部参事官よりご挨拶させていただき、「交通政策基本計画」の現在の状況に

つきましてご報告させていただきます。その他、交通支援課より、平成２７年

度予算概算要求の内容についてのご報告、自動車局より新しく立ち上げました

「交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会豊かな未来社会に向けた自動車行

政の新たな展開に関する小委員会」についてのご報告をいたします。また地方

運輸局からは、シンポジウム開催のご報告がございます。ぜひご一読いただき、

関心を持っていただければ幸いです。 
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ご挨拶（国土交通省総合政策局公共交通政策部参事官 岩城宏幸） 

 

 7 月 8 日、島田参事官の後任として参事官（総合交通）に着任しました岩城で

す。どうぞよろしくお願いします。 

 現在、当参事官室では、昨年 12 月に公布・施行された交通政策基本法に基づ

き、最初となる「交通政策基本計画」の策定作業を行っています。地域交通を

含め、交通政策全体の基本計画を、省内各局、他省庁と協力しながら作業を進

めているところです。 

 

 これまで「交通政策」というと、国際空港や新幹線など、国際的あるいは国

家的な大規模プロジェクトが注目を浴びることが比較的多かったと思います。

もちろん、これらが非常に大切ということは、言うまでもありませんが、この

仕事に携わって気づいたのは、この「交通政策基本計画」という交通全体の議

論の中で、「地域交通、地域の足をどうしていくか」「この交通政策が地方にど

のようなインパクトを与えるか」という地方目線での議論が非常に多いという

ことです。 

 

これまでも、国土交通省はこれらの課題に取り組んできたわけですが、人口

減少・高齢化が急速に進む我が国において、昨今、国全体の政策テーマとして

大きく意識されるようになっています。今後具体化が進む「地方創生」にとっ

ても、「地方からの視点による交通政策」は欠くことのできないテーマであり、

その重要性は益々大きくなっていくのだろうと思います。 

 

もちろん、基本計画は幅広い内容を含んでいます。国際交通、幹線交通、安

全・安心を含め、総合的な交通政策全体の今後の国の方向性を示す初の計画に

なります。どれもこれも我が国の将来にとって重要なテーマばかりです。先日、

交通政策基本計画の原案を公表させていただきました。是非、皆様にもご一読

いただきたいと思います。 

 

交通政策基本計画の根底に流れる大切な思想は、交通政策基本法にもあると

おり、施策間あるいは幅広い関係者との連携・協働だと思っています。これか

ら皆様と密に「連携・協働」しながら仕事を進めていきたいと考えていますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 
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「交通政策基本計画 中間とりまとめ（案）」の審議及び「交通政策基

本計画（原案）」についてパブリックコメントの実施 

（国土交通省総合政策局公共交通政策部参事官（総合交通））

 

交通政策基本法に基づく「交通政策基本計画」の策定に向けた検討状況につ

いては、これまでも本情報発信にてお知らせしてきたところですが、去る８月

２１日（木）の社会資本整備審議会・交通政策審議会計画部会合同会議におい

て、「交通政策基本計画 中間とりまとめ（案）」が審議されました。 

 

「中間とりまとめ（案）」においては、６月２５日に審議された「中間とりま

とめ（素案）」をさらに一歩進めて、計画期間内に目指すべき目標に向けた達成

状況を評価するための数値指標を設定しています。 

 

また、これまでの審議会での議論等を踏まえ、警察庁、経済産業省、国土交

通省において「交通政策基本計画（原案）」としてまとめ、交通政策基本法第１

５条第５項において求められているパブリックコメントを実施したところです

（９月５日（金）～９月２５日（木））。 

 

今後は、パブリックコメントにおいて頂いた御意見などを踏まえつつ、年内

を目途に「交通政策基本計画」を閣議決定することを予定しています。 

 

▽交通政策基本計画の検討状況については、以下に掲載しておりますので、是

非ご参照いただければと思います。 

 

○計画部会 

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s303_keikaku01.html 

○交通政策基本計画小委員会 

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s304_koutuuseisaku01.html 

 

 

 

 

平成２７年度予算概算要求について 
～地域公共交通ネットワーク再編のための支援の充実・強化を図ります～ 

（国土交通省総合政策局公共交通政策部交通支援課） 

 

 平成２７年度予算概算要求においては、「コンパクト・プラス・ネットワー

ク」の実現に向けて、「地域公共交通確保維持改善事業」について、従来からの

支援を着実に実施しつつ、まちづくり支援とも連携し、改正地域公共交通活性

化再生法を踏まえ、地域公共交通ネットワークの再編に係る取組みへの支援の

重点化を図っていくこととしています。 

 

具体的には、「地域公共交通ネットワークの再編の促進」を最大の柱とし、平

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s303_keikaku01.html
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s304_koutuuseisaku01.html


成２６年度予算で創設した改正地域公共交通活性化再生法に基づく地域公共交

通再編実施計画の策定支援に、当該計画の実施段階での支援を加え、当該計画

の構想段階から実施段階までトータルでの支援システムを構築することを目指

して、 

 ① 改正地域公共交通活性化再生法に基づく地域公共交通再編実施計画の策

定・推進に関する支援制度の創設 

 ② 国の認定を受けた地域公共交通再編実施計画に位置付けられた事業等の

実施に対する補助要件の緩和等の特例措置 

を要求しており、バス路線の再編やデマンド型等の多様なサービスの導入など

の取組みを重点的に支援していくこととしています。 

 

こうした要求内容により、全体で約３６３億円の要求（対前年度比で約５８

億円の増額要求）となっています。 

この他に、復興庁計上分として、東日本大震災の被災地におけるバス交通等

の確保のため、約２３億円を要求しています。 

 

さらに、改正地域公共交通活性化再生法に基づき、実施計画の大臣認定を受

けて地域公共交通再編事業等を実施する場合、路線再編などにあわせて多数の

新型車の導入、LRT 化、BRT 化、利用円滑化のための IC カードシステムやロケ

ーションシステムの導入その他の革新的な取組みを進め、サービスレベルや生

産性の向上を図ろうとする交通事業者を支援するため、当該事業者や車両・施

設のリースを行う者に対し、国が独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機

構を通じて出資するという新たな支援策の創設に向けた検討も進めています。 

 

本制度の活用にご関心をお持ちの方は、本メールマガジン末尾に記載の連絡

先または最寄りの地方運輸局企画観光部交通企画課までお尋ね下さい。 
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「第一回交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会豊かな未来社

会に向けた自動車行政の新たな展開に関する小委員会」について 

（国土交通省自動車局総務課）

 

去る 9 月 24 日に｢交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会豊かな未来社会

に向けた自動車行政の新たな展開に関する小委員会｣が開催され、自動車行政を

取り巻く現状と課題及び当面の進め方について審議・議論されました。 

 

急激な人口減少、少子高齢社会の到来、国民の価値観やライフスタイルの多

様化、技術革新の加速化など、自動車を巡る社会経済情勢は大きく変化しつつ

あるなか、自動車行政が果たすべき役割も多様化・高度化してきております。 

また最近では、自動車運送事業等における将来的な労働力不足、若者の自動

車離れ、国際競争の一層の激化などの新たな課題も生じてきております。 

 こうした中、今年７月に策定された「国土のグランドデザイン 2050」に基づ

き、今後「コンパクト＋ネットワーク」により、国全体の「生産性」を高める



国土構造を目指していく中で、自動車が果たすべき役割や取組について、中長

期的視野を持って、検討・実施していくことが重要となっていると考えられま

す。 

 

 これらの自動車行政を取り巻く現状と課題について審議・議論するため｢交通

政策審議会陸上交通分科会自動車部会｣の下に｢豊かな未来社会に向けた自動車

行政の新たな展開に関する小委員会｣が設置されたところです。 

 

 このため、本小委員会においては「国土のグランドデザイン２０５０」の具

体化に向けた取組や、急激な人口減少、少子高齢社会の到来、技術革新の加速

化など自動車を巡る社会情勢の変化への対応等について、有識者から御意見を

伺いながら審議・議論を進めることとしております。 

 

今後、年内を目処に速やかに講ずべき施策を整理するとともに、将来を見据

え、今後１０年程度先までの自動車行政の新たな展開の方向性について、検討

を進めてまいります。 

 

※第一回目の資料に関しましては、後日国土交通省ＨＰにて公表予定です。 
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『地域づくりと交通を考えるシンポジウム in 北海道』を開催しました 

（北海道運輸局企画観光部交通企画課）

昨年、日本を訪れる外国人が初めて１，０００万人を超え、北海道も初めて

１００万人を突破しました。いま、さまざまな交流が生まれており、将来を見

据えた地域づくりが大切になっています。地域の活力と経済はヒトの交流とモ

ノの移動が支えています。特に北海道は、広大な土地に街々が分散しているこ

とから、移動の重みは他の地域に比べて大きくなっており、適切な交通手段を

選択できることがとても大切です。 

 

地域の足を担う公共交通は昨今厳しい状況にありますが、公共交通とその他

の交通手段をそれぞれの長所やサービスの特長を活かしてかしこく使い分け、

地域を元気にするための取り組みを考えるため、北海道運輸局では、「日本モビ

リティ・マネジメント会議（JCOMM）」の開催に合わせて、７月２５日に帯広市

のとかちプラザで、「地域づくりと交通を考えるシンポジウム in 北海道」を開

催しました。当日は、自治体、交通事業者などさまざまな業界から２５０名を

超える多くの皆様にご参加をいただきました。 

  

北海道運輸局は、今後も地域の皆様と連携、協働を図りながら、地域づくり

と交通について考えて参ります。 

当シンポジウムが、元気で明るい未来に向けた、地域の創意ある取り組みの

ご参考となれば、大変幸いです。 

 



〈プログラム〉 

 

◆講演① 「人に、街に、環境に優しい交通」  

石田 東生 氏（筑波大学大学院システム情報系社会工学域 教授） 

 

 石田 東生 氏 
◆講演② 「地域の交通と、地域の強靱化」 

藤井 聡 氏（京都大学大学院工学研究科 教授） 

 

 

◆パネルディスカッション 

 「地域を支える交通！～地方バスの役割と今後の展望～」 
藤井 聡 氏   コーディネーター 

   中村 文彦 氏（横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 教授） 

  パネリスト 

   野村 文吾 氏（十勝バス株式会社 代表取締役社長） 

原  雅之 氏（両備ホールディングス株式会社 代表取締役専務） 

   渋武 容   （北海道運輸局 企画観光部長） 
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シンポジウムの開催概要及び資料は、以下の北海道運輸局 HP に掲載しており

す。 

tp://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/tiikikoukyoukoutsuu/62shin

原 雅之 氏  野村 文吾 氏 中村 文彦 氏  渋武 容  
 

 

▽

ま

ht

pojium inpojiumu_o mlu/index_sh bihiro.ht  

 

少子高齢化が進む中で、移動の手段を持たず、通院や日常の買い物に困難を

この問題を解決するために、国土交通

れ

ま ので、お

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「くらしの足をみんなで考える全国フォーラム 2014」開催のお知らせ 

～「移動の問題」を本音で語り合おう、知り合おう～ 

抱える人々が全国で増え続けています。

省後援による「くらしの足をみんなで考える全国フォーラム 2014」が開催さ

す 知らせ致します。 

本フォーラムは、くらしの足について問題を抱える住民当事者、行政・社協

職員、研究者、福祉・介護・医療の従事者、バス・タクシー事業者、NPO など、

多くの関係者が集まり、地域や立場を越え、語り合うことで、日常の移動に関

する問題の解決策の「気づき」の場とすることを目指して開催されるものです。
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本フォーラムを通じて、参加者が国の事業・制度の活用例などの全国の取組

平成 26 年 11 月 9 日(日)  9:30～16:45 

【

いください、懇親会は別途） 

参加対象者】移動の問題を意識し、何とかしたいと考えている方々 

 

員）） 

〈共催〉交通エ

〈後援〉国土交通省、厚生労働省、全国社会福祉協議会、 

東洋大学国際共生社会研究センター、日本民営鉄道協会、日本バス協 

協会、ＤＰ

ク

ー〉(株)東京交通新聞社（TEL：03‐3352-2181） 

【プログ

≪第 1日

地域公

（交通 共交通活性化再生法・タクシー特措法・地方分権一

講師：加藤 博和 氏（名古屋大学准教授・交通政策審議会委員） 

ォーラム≫ 

どころ  

◎ ポスターセッション 

を募集しています。 

 ◎ ラウンドテーブル(登壇者を核として参加者が意見を投げあう) 

（１

 担当者を、地域でどう育て、確保するか 

 （

のか 

 （

 

事例に触れることにより、移動に関する問題解決の実践に向けた全国的な流れ

ができることが期待されます。 

 

【開  催  日】平成 26 年 11 月 8 日(土) 13:30～17:15 （懇親会 17:30～19:00） 

会      場】東洋大学白山キャンパス１号館 等 （東京都文京区白山 5-28-20） 

【参  加  費】両日参加：４,０００円、１日参加：３,０００円 

（当日会場でお支払

【

（３００名ほど） 

〈主催〉くらしの足をみんなで考える全国フォーラム実行委員会 

    （実行委員長：鎌田 実（東京大学教授・交通政策審議会委

コロジー・モビリティ財団 

〈協力〉東洋大学 

会、全国ハイヤー・タクシー連合会、全国福祉輸送サービス

Ｉ日本会議、市民福祉団体全国協議会、全国移動サービスネットワー

（申請中を含む） 

〈メディアパートナ

 

ラム（予定）】 

目 11 月 8 日 セミナー・ワークショップ≫ 

共交通の現場は、激変する制度をどう使いこなすか？ 

政策基本法・地域公

括法を踏まえて） 

≪第 2日目 11 月 9 日 フ

 ◎ 基調講演＋対談：「くらしの足」を考えるための勘

～「遅延」交通から「地縁」交通への転換のすすめ ～ 

大井 尚司 氏（大分大学准教授）、阿部 政貴 氏（西日本鉄道株式会社） 

（くらしの足を守る全国での取り組みを紹介し意見交換する） 

   ポスターセッションの展示・発表者

（詳細につきましては、参加申し込み・お問い合わせ先まで） 

）「くらしの足を守る」人をどう育てるか 

   事業の担い手や行政

２）デマンド交通の将来を問う 

    システム、公共交通計画、事業・実務をどう連携させる

３）交通弱者の外出支援は誰が担うのか 

    厚労省の総合事業からＵＤタクシーまで、これからの担い手は
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 博和（名古屋大学）＊副実行委

東洋大学）●吉田 樹（福島大学） 

 尚司（大

分大学） 

本 邦弘（イーグルバス(株)） 

 司郎（堺相互タクシー(株)）●貞包 健一（(有)三ヶ森タクシー） 

（(特非)全国移動サービスネットワーク） 

交通新聞社） 

 

★

 務局 

E-

お願いいたします。 

 

 

 

省総合政策局公共交

通

 

慌ただしくなり始めております。公

共交通政策部も、先般の通常国会で改正いたしました「地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律」の施行や本号で

慌ただしい毎日を送っております。慌

ただしい毎日を送っていると、私は食べ物に楽しみを見出しがちになってしま

い

べて、食べた分だけ一生懸命働きたいと思います（笑） 

（４）公共交通事業の経営はどうする 

    経営者・行政担当者・住民・関係者が本音で意見交換する 

 

【全国フォーラム実行委員会委員】 

●鎌田 実（東京大学）＊実行委員長 ●加藤

員長 

●岡村 敏之（東洋大学）●高橋 良至（

●宮崎 耕輔（香川高等専門学校）●大森 宣暁（東京大学）●大井

●嶌田 紀之（千葉県南房総市）●松

●及川 孝（全国子育てタクシー協会・(有)フタバタクシー） 

●黒田

●清野 吉光（(株)システムオリジン）●田中 尚輝（(特非)市民福祉団体全

国協議会） 

●河崎 民子

●町田 敏章（一般財団法人地域公共交通総合研究所） 

●篠原 俊正（(株)ハートフルタクシー）●武本 英之（(株)東京

●清水 弘子（(特非)かながわ福祉移動サービスネットワーク） 

●鬼塚 正徳（(特非)せたがや移動ケア） 

参加申し込み・お問い合わせ先 

くらしの足をみんなで考える全国フォーラム実行委員会事

〒156-0056 東京都世田谷区八幡山 1-7-6 せたがや移動ケア事務所内 

Tel:03-3304-5227 Fax：03-3304-5227  

mail:hasiraserukai@hasiraserukai.com 

 

★ご案内チラシ、申込書は下記から

http://zenkokuforum.jimdo.com/ 

 
 

編集後記 

いつもご愛読いただきありがとうございます。国土交通

政策部交通計画課の池田です。 

今週から第１８７国会が始まり、本省は

もご案内いたしました「交通政策基本

計画」のパブリックコメントの実施等、

ます。まさに食欲の秋です！秋は、栗・かぼちゃ・さつまいもなど期間限定

の甘いスイーツも多く販売されますし、さんまもおいしいですね。たくさん食
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池田 

FAＸ   ： ０３－５２５３－１５１３ 

Ｅ-mail ： koutukeikaku_joho@mlit.go.jp

では、今後も引き続き、本メールマガジンをご愛読いただければ嬉しく思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

★全国に共有したい情報等ございましたら、下記問い合わせ先または最寄りの

地方運輸局企画観光部交通企画課まで御連絡ください。

【問い合わせ先】 

国土交通省総合政策局公共交通政策部交通計画課 
 

〒１００-８９１８ 東京都千代田区霞が関２－１－３（中央合同庁舎３号館３階） 
 

ＴＥＬ  ： ０３－５２５３－８２７５（直通）    

 

★国土交通省ＨＰ（情報発信のページ） ： 

t_tk_000039.html

 

 http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transpor   

                          

           

 

   国土交通省総合政策局

公共交通政策部 

ゆるきゃら のりたろう

 


